
別表９　人材養成その他の教育研究上の目的

学部 学科 目的

法学部 法律学科

　「権利自由」・「独立自治」の建学の精神にのっとり、幅広い高度な
教養教育・基礎法学教育・多様な分野にわたる法学教育を行い、これを
基礎とした豊かな人間性・人権感覚・法的思考の涵養を通じて、現代社
会の要請に応えうる自律的な市民社会の担い手を育成することを教育目
標とする。この目標の下、多様な教養・言語・情報科目を設置して教育
を充実させ、将来の進路に応じたコース制カリキュラム編成により、法
律学・隣接諸科学の体系的研究及び実践的教育を実施し、社会に生起す
る諸事象から地球規模の視点に立脚して法的問題を発見・分析し問題を
解決する能力と研究者を含めた法務・公共法務・国際関係・情報社会・
ビジネス社会の担い手としての活動に不可欠な創造的な思考力を養成す
ることを目的とする。

商学部 商学科

　「権利自由」・「独立自治」の建学の精神及び「学理実際兼ね通ずる
人材の養成」という学部創設以来の基本的教育理念を継承し、専門と教
養の『知の融合』を通じて、学生の内面に新たな価値観、人間観及び世
界観を『創生』することで、社会において活躍できる有為な人材を育成
する。このため、商学の専門知識と深い教養とを内面的に融合させると
ともに、さらに『総合的市場科学』の視点に基づく商学の最先端分野の
理論的・実証的研究を行い、その成果を学生に教授することで、市場現
象にかかわる多様な問題を的確に分析して解決ができる総合的判断力の
涵養を目的とする。

政治学科

　政治学科は、社会の基本的枠組を決定する政治プロセス及びそれを支
える社会の様々な状況を把握・分析する能力を育成し、幅広い視野と専
門性を兼ね備えた学生を養成することを目的とする。とりわけ、グロー
バル化が進展する現代社会に対応するため、国際感覚を持ち、政治・社
会に関する専門的な議論ができる学生を養成する。人材養成の観点から
は、外国語能力に優れ、政治及び社会に関する分析能力を備えた人材を
輩出する。

経済学科

　経済学科は、希少な経済資源の分配、生産及び消費によって、人々の
経済的厚生を高めていく方法を分析し、理解させることを目的とする。
それを踏まえて、本学科では、単に経済学の視点からだけではなく、他
学科に設置されている政治学、行政学及び社会学系科目並びにその他学
際的科目も履修させ、総合的視点から経済学を学ばせる。そして、この
視点から多様な経済事象を分析し、政策立案ができ、かつ、グローバル
化の進行に十分に対応できる人材を育成する。

地域行政
学科

　地域行政学科は、自立して意思決定ができ、地域で活躍できる人材を
養成することを目的とする。グローバリゼーション下の地域は、多様な
意味を持つゆえに多くの可能性を持ち、反面で諸問題を抱えている。そ
れゆえ、地域を構成する住民、企業及び自治体並びにそれらが機能する
場としての共同体、産業及び行政をコーディネートさせることが不可欠
であるため、地域をめぐる「理論」と「現実」及び諸課題を解決するた
めの「運用」・「対処」の仕方を習得させる。

文学科

　文学部は、究極的には人間そのものを総合的に理解することを目的と
して構成されているが、日本文学、英米文学、ドイツ文学、フランス文
学、演劇学及び文芸メディアの６専攻からなる文学科は、「主体的に学
ぶ能力」と「国際的視野」を身につけた創造的かつ人間性豊かな教養人
の育成を目的とする。さらに、本学科は、文学・思想・文化・芸術・メ
ディアなどの様々な分野に大きな関心を寄せ、表現された現象を論理的
に分析し、その結果を明晰に構築する訓練を重ねることで、表面的な事
柄に惑わされることなく、事物の本質を客観的に判断できる能力を培
い、それらを積極的に自らのメッセージとして、広く世界へと発信でき
る学生の育成を目的とする。

政治経済
学部

文学部



史学地理
学科

　文学部は、究極的には人間そのものを総合的に理解することを目的と
して構成されているが、日本史学、アジア史、西洋史学、考古学及び地
理学の５専攻からなる史学地理学科は、人間社会の歴史の探究を本旨と
し、世界各地域に関する歴史的・地理的認識を深めるとともに、人間社
会を多角的に把握する思考力を養い、創造的かつ人間性豊かな教養人の
育成を目的とする。さらに、本学科は、史料・外国語文献の読解や分
析、現地調査（フィールドワーク）、遺跡の発掘調査などを通して、自
然や人間世界をより深く理解するとともに、批判力を養い、積極的に自
ら思考し、人類の発展と地域・環境の調和を目指す国際感覚豊かな学生
の育成を目的とする。

心理社会
学科

　文学部は、究極的には人間そのものを総合的に理解することを目的と
して構成されているが、臨床心理学専攻、現代社会学専攻及び哲学専攻
の３専攻からなる心理社会学科は、人間の心と社会の問題の探究を本旨
とし、「生きやすい社会」のあり方を求めて、共生する社会を模索しつ
つ、「心」を個人の内面的問題としてだけではなく、「社会」とのかか
わりを考慮に入れながら検討し、新しい時代に対応して徹底的に思考を
展開できる人材の育成を目的とする。すなわち、子供から高齢者まで生
きがいや心身の諸問題が噴出している現代社会の状況を踏まえ、人間学
的な教養を持ち、総合的なヒューマンサービスを担うことができる人間
の育成を目的とする。

電気電子
生命学科

　電気電子生命学科では、基礎科目の十分な理解を土台に電気電子工学
の幅広い学問領域をベースとした専門科目及び医療や生命科学との隣接
領域における専門科目を修得し、科学的センスと創造性を身に付けた技
術者・研究者として、様々な分野において指導的立場で活躍が期待でき
る人材の育成を目指す。
　電気電子工学専攻では、「環境･エネルギー」、「新素材･デバイス･
ナノテクノロジー」、「通信ネットワーク」、「情報制御システム」の
４分野にわたる多くの専門科目から、複数の分野にまたがる基幹的な科
目と特定の分野の先端性・応用性の高い科目を学ぶことにより、幅広い
知識と専門性を兼ね備えた、多様な現代社会の諸問題に立ち向かえる実
践力のある人材を育成する。
　生命理工学専攻では、電気電子工学の４分野において、医療や生命科
学との関わりが深い、「医工学」、「脳神経科学」、「ナノバイオテク
ノロジー」、「創薬科学」などの複合分野の研究を推進し、新しい医療
技術及び健康科学の分野で活躍する最先端の人材を育成する。

機械工学
科

　機械工学科では、科学技術を基盤とする平和で豊かな社会を実現して
いくため、責任感と倫理観を持ち、グローバルな社会的・文化的教養と
機械工学の知識・技術に基づいて柔軟かつ総合・多面的に思考し、問題
の設定・解決や価値創造を他者と協調して積極的に実践し、自ら成長を
継続できる「自立した創造的技術者」となる人材の養成を目的としてい
る。そのため、学習・教育目標として、(A)技術者意識の涵養、(B)工学
基礎及び専門知識・技術の習得、(C)実践力の養成を掲げ、その達成の
ため、教養科目、工学基礎・専門科目及び講義・実験・実習科目をバラ
ンス良く組み合わせたカリキュラムを提供する。さらに、学習・教育目
標を超えた幅広く高度な学習・研究の機会も提供し、機械工学の知識と
技術を確実に継承し、発展させうる優れた技術者・研究者の育成も目指
す。

文学部

理工学部



機械情報
工学科

　機械情報工学科では、コンピュータと電気・電子に強い機械技術者の
育成を目指している。すなわち、機械工学の基礎分野を幅広く学び、豊
かなアイデアを創出し、それを具現化する情報技術を備えた人材育成が
目的である。学生は、学科が掲げる学習・教育目標としての基礎となる
数学、物理学及び情報技術に加えて、機械工学の専門としての材料と構
造、運動と振動、エネルギーと流れ、情報と計測・制御、設計と生産及
び機械とシステムに関する知識を学び、工学上の未知の問題解決にそれ
らを活用する応用力を身につけ、上級技術者及び研究者を目指すための
基礎力を養う。その上で、問題発見・解決能力、デザイン能力、国際化
に対応できるコミュニケーション能力、広い視野と社会的な良識、倫理
観と責任感を醸成する。

建築学科

　建築学科では、豊かな生活と持続的社会を支えるうえで欠かすことの
できない、自然環境と調和し、安全、安心で快適な建築及び諸環境を創
造する技術者、すなわち、信頼性の高い技術に関する知識や優れたデザ
イン能力を有する専門職業人を育成する。これを実現するため、建築学
科では、次の学習・教育到達目標を掲げ、体系的な教育と研究の機会を
提供する。
・社会性と幅広い視野
・倫理観と構想力
・技術力とデザイン力
・建築の専門知識（総合力・専門力）
・建築の専門知識を応用する能力（創造力）
・コミュニケーション能力とコーディネート能力
  （対話力と調整力）
・国際力

応用化学
科

　応用化学科では、化学に関する知識と技術の修得を通じて、多角的か
つ論理的な思考力・実験遂行力・問題解決力を兼ね備えた「フラスコか
らコンピューターまで操れる研究者・技術者」を育成することを教育目
標とする。この目標を達成するため、講義、化学情報実験、応用化学実
験が相互に連携した三位一体のカリキュラムにより、基礎から応用に至
る広範な化学の知識と技術に関する体系的な学習の場を提供する。さら
に、卒業研究とゼミナールでは、それまでに修得した知識と技術を活か
して研究に携わることにより実践力を養い、専門分野に関する最先端の
技術と知識やプレゼンテーション能力も修得可能とする。本学科では、
化学産業のニーズに応える即戦力としての応用技術のみならず、最先端
の基礎科学も含む広範な分野を網羅する教育を実践し、将来の科学技術
の発展を担い得る研究者・技術者を育成する。

情報科学
科

　情報科学科では、現代及び未来の社会において、情報科学に関する幅
広い知識及びそれらを活用して様々な問題を解決できる能力を持つ人材
の育成を目指す。その実現のため、情報科学科では、国際的に認知され
た標準カリキュラムに準じた科目での専門知識・能力の育成に加えて、
高度情報化社会において応用可能な専門知識及びそれらに関する専門的
能力の育成を実践する。
  特に、情報科学科の教育を通して、情報科学に関する専門知識やそれ
らを活用できる能力や、将来の社会における情報科学に関する課題に対
処する能力など、情報科学の専門家に必要な能力を持つ人材の育成を目
指す。

数学科

　数学は、色々な学問分野の基礎であると同時に、社会の様々な場面で
重要な役割を果たす、科学・技術の基盤である。数学科では、現代数学
の高度な理論と自然や社会に関する幅広い教養を身に付け、教育・情報
通信・金融等の社会の様々な分野で数理的思考力を生かして活躍できる
人材を育成することを目標とする。

理工学部



物理学科

　物理学は自然の振る舞いの根底にある法則を突き止め現象を定性的・
定量的に理解する学問である。物理学が対象とする自然現象は、宇宙の
ような広大なものから太陽系や地球・惑星、生物、各種の有機・無機物
質、それらを構成している分子や原子、さらには原子核や素粒子などの
極微の世界まで多岐にわたる。こうした肥沃な対象について、それぞれ
に本質的な法則性を抽出し自然を理解するという営みは、多種多様な問
題の解決能力を養うことに適している。
　物理学科では、このような物理学的考え方を身につけることで、いか
なる問題にも対処できる社会人を養成することを教育目標としている。
物理学の学問的特徴を踏まえて、物理学の基礎学力がしっかりと身につ
くような教育を行い、幅広い自然科学の素養と柔軟な発想方法を身につ
け、自然に対して鋭い直感力と的確な判断力を養うとともに、最先端の
研究に触れて研究手法を理解した上で、社会に役立てていくことも教育
目標の一つである。物理学科の卒業後には、大学院進学のほか、企業・
公的機関等での技術開発・研究職、また教育職などの広い分野で社会に
貢献できる人材を育成することを教育目標としている。

農学科

　農学科は、「食糧」と「環境」を中心に、自然と調和を保った高度文
明社会を実現させるために格段の貢献をすることを使命とする。本学科
は、教養教育に裏付けされた知的基盤の上に確固とした倫理観・世界観
を築いて俯瞰的・長期的視点から物事を洞察することができるよう、ま
た、農学全般に対する強い問題意識を持ち、それらを解決する能力を効
果的に身につけられるよう、系統的かつ幅広いカリキュラムと研究領域
とを設け、中心的課題である新規農業資源の開発や水・土地資源を生か
した食糧の安定生産及び農村や都市の環境保全・創生に関する最新の科
学・技術を身につけるとともに、持続的共生社会の構築に向けて地域・
国際社会で活躍できる人材を養成することを目的とする。

食料環境
政策学科

　食料環境政策学科は、理系学部における文系学科として、食料と環境
について、政策的視点を重視し、多様な社会科学の側面から体系的・総
合的な教育研究を行う学科である。本学科の教育は「食と農」及び「環
境と資源」を対象に、地域的な視点と国際的な視点をあわせ持つ広い視
野に立って、多様な社会科学の知識を深めることを目指す。また、学生
が現場の実態に触れることによって、そこから学ぶことを重視する。そ
れゆえ、本学科は、主体的に食料と環境にかかわる問題や課題を発見
し、現実を把握し、その背後にある仕組みを体系的に理解し、理由や原
因を解明し、さらに問題解決のための方策を考え、実践的に対処できる
能力を持つ人材の育成を目的とする。

農芸化学
科

　農芸化学科は、生物機能を応用したバイオテクノロジーと最新のサイ
エンスを融合した手法を用い、人間生活にかかわる食品・環境分野で社
会に貢献するための教育研究を行う学科である。具体的には、
・　食品成分の構造・機能を解明し、より良い食品を創出するための教
　育研究
・　生活環境や農業環境の資源である土壌を化学的に分析・評価し、保
　全するための教育研究
・　微生物等を利用した環境浄化・環境負荷低減の技術等を開発するた
　めの教育研究
・　生物と化学物質の反応・構造・システムを解明するための教育研究
等を行う。本学科は、以上の教育研究を通じて、農芸化学分野に関する
事柄を的確に評価判断するために、必要な幅広い専門知識と確かな実験
技術を習得させ、人間生活に密着したバイオサイエンスに関しての専門
性を有する人材を育成する。さらに、チャレンジ精神と高いコミュニ
ケーション能力も兼ね備え、将来社会に貢献し社会をリードできる素養
を身につけた人材を養成することを目的とする。

理工学部

農学部



生命科学
科

　近・現代における生産活動と社会の発展は、先進国における豊かな社
会や快適な人間生活の実現に貢献した反面、地球温暖化など多くの環境
問題や資源の枯渇が危惧される状況も作り出している。一方では、発展
途上国を中心とした人口増加により、深刻な食糧危機が懸念されてい
る。
　生命科学科は、生命活動を分子レベルで理解することを基盤として、
動植物・微生物をこのような人類の直面する様々な問題の解決に活用す
る方策を考えることを目指す。このため、本学科では動植物・微生物の
生命活動にかかわる生理・生化学的、分子生物学的研究を行うととも
に、これらの生物を活用するためのバイオテクノロジーにかかわる研究
開発を行う。また、将来、このような分野で専門家として活躍する人材
や、生命科学の素養と同時に広い視野と総合的な判断力を持った人材を
育成することを目的とする。

経営学科

　経営学科は、不確実性の高い経営環境のなかで、未来を読み解く力を
備えるとともに、企業をはじめとする経営主体の経営の方向性を定める
ことができる人材を育成することを目的とする。２１世紀の経営環境
は、大きくかつ急速に変化している。そのなかで、企業を主とする経済
主体の経営にも革新とサステイナビリティが求められている。これらを
満たすためには、ローカルからグローバルまでの幅広い視野、経営戦略
を構築する構想力とリーダーシップ、組織やマネジメント・システムの
動態的な変革、社会的責任を強く意識した経営、新規事業や起業による
新分野の開拓などが必要となる。経営学科では、これらの多様で幅広い
社会的要請に応えることのできる人材を養成する。

会計学科

　会計学科は、組織体における会計・財務を理解し、経営に活用できる
専門的能力を持った人材の育成を目的とする。具体的には、公認会計
士、税理士、国税専門官といった高度職業会計人や、企業等で会計・財
務の専門担当者として活躍する人材を養成・輩出する。２１世紀に入
り、さらに加速する企業活動のグローバル化・情報化という多様な環境
変化に対応するため、国際会計や会計情報作成・提供システムの重要性
が指摘されており、国内はもとより世界に通用する経営・会計人材を養
成する。

公共経営
学科

　公共経営学科は、行政組織や公共サービスを担う民間の営利・非営利
組織のマネジメントの専門家の育成を目的とする。公共経営学科は、企
業や非営利組織を含む多様な主体が相互に協働して社会課題の解決と公
共サービス供給の役割を担う新しい時代に対応すべく、行政組織のみな
らず公共サービスを担う企業や非営利組織（ＮＰＯ）の経営活動とそれ
らの連携活動など、広い範囲を対象領域とする学科である。特にＮＰＯ
のマネジメントを幅広く扱うことにより、健康・福祉の増進、環境保
護、地域活性化、国際協力の推進、そしてスポーツ施設や文化施設、学
校、病院、協同組合などの組織のマネジメントを専門的に担える人材を
養成する。また、行政体のマネジメントや企業における社会的責任を重
視した活動について理解を深めることを通じて、ＮＰＯやＮＧＯ、行政
体、企業の協働を積極的に推進できる人材を養成する。

農学部

経営学部



情 報 コ
ミ ュ ニ
ケーショ
ン学部

情 報 コ
ミ ュ ニ
ケーショ
ン学科

　情報コミュニケーション学科は、来るべき高度情報社会における人間
と社会のあり方を「情報コミュニケーション」という視座から究明する
ことを目指して設立された。この創設理念は、研究面においては、情報
社会の的確な現状分析と諸課題の洗い出し、さらには解決のための努力
を学際的に実践するために「情報コミュニケーション学」という新しい
ディシプリンの提案創設に向けて生かされている。教育面においては、
情報社会時代における新しい教養教育の実践を旗印に、情報とコミュニ
ケーションが社会において果たす役割の重要性を認識させ、また同時
に、情報を取捨選択・再構成し、発信する情報の創造的編集能力の陶
冶、感情表出や身体表現も含めた多様なコミュニケーション能力に基づ
いた共同性の構築能力を涵養し、社会の変革に主体的・能動的に貢献で
きる人材を養成することを目標としている。

国際日本
学部

国際日本
学科

　国際日本学科は、明治大学の「『個』を強くする」人材育成・教育理
念に基づき、個人としての競争力を身につけた国際社会で活躍できる人
材の育成を目指している。本学科の教育・研究は日本学を中心領域とし
ている。ただし、それは伝統的な日本文化に加え、今日世界の注目を集
めている現代日本文化、そしてその発信基盤である企業・産業・社会な
どの社会システムの教育・研究も含んでいる。さらに、国際的な発信力
を強化するため、集中的な英語教育と異文化コミュニケーション教育に
も力を注ぎ、「世界の中の日本」を自覚し、積極的に世界に価値ある情
報を発信できる国際人を育成していく。また、こうした教育・研究活動
を通して双方向の留学生交流と国際学術交流を促進し、世界に開かれた
真の国際的教育の拠点になることを目指す。

現象数理
学科

　現象数理学科は、世界を牽引する数理科学の教育研究拠点として、生
命現象や経済活動などの自然や社会における複雑な現象を解明する現象
数理学の教育と研究を行う。数理科学の理論・応用及びコンピュータの
密接な連携教育の下で、「現象から数理科学的問題を抽出する力」「数
理科学を自然や社会の問題解決に活用する力」及び「２１世紀の新たな
数学を創造する力」を培い、数学と社会をつなぐ架け橋となる人材を養
成する。様々なフィールドで数学の力を生かし、数理科学の探究に挑戦
し続けることのできる人材を輩出し、社会に貢献する新たな教育研究を
展開する。

先端メ
ディアサ
イエンス
学科

　先端メディアサイエンス学科は、数理科学に根ざしたアプローチから
情報技術を用いて、人に満足感や面白さをも与える先端メディア及びコ
ンピュータシステムに関わる教育と研究を行う。物質的豊かさや効率性
のみならず、人に精神的豊かさをもたらす先端メディア技術の実現を目
指した教育と研究を通じて、情報技術産業に高い付加価値を与えること
ができる人材を養成する。人の感性や心理を表す数理モデルの構築と、
それらを考慮した情報メディアシステム、ヒューマンインタフェース及
び文化的コンテンツをデザインし、実現する人材を輩出し、産業の活性
化と社会・文化の発展に寄与するとともに、人の心を動かす新しい情報
学の世界的な教育研究拠点を目指す。

ネット
ワークデ
ザイン学
科

　ネットワークデザイン学科は、持続可能な社会の実現に向けて、その
基盤を支える高度かつ柔軟なネットワークシステムの立案と構築に関わ
る教育と研究を行う。数理科学の理論及び応用に基づき事象の本質を捉
えモデル化する力と、適応的なネットワークシステムの構築を支える基
礎工学知識の修得を通じて、物事の本質を発見できる洞察力と現実的な
問題解決力を備えた人材を養成する。変化する社会ニーズを的確に捉え
たネットワークシステムを創出できる人材を輩出し、安全で安心な社会
基盤の構築に資するとともに、次代を担う教育研究の拠点を目指す。

総合数理
学部


